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第３部　障害福祉サービスの見込量等　╱　第４章　地域生活支援事業の実施に関する事項

１　児童発達支援センターの設置
　児童発達支援センターでは、障害のある児童が通所により、日常生活における基本的動作の指
導、自活に必要な知識や技能の付与又は集団生活への適応のための訓練を行っています。
　国の基本指針では、児童発達支援センターについて、令和５年度末までに各市町村に少なくとも
１か所以上設置することとしています。
　本市においては、令和元年度末において、児童発達支援センターを６か所設置しており、国の基
本指針の目標を上回っていることから、目標値は設定しないこととします。

２　保育所等訪問支援の充実
　保育所等訪問支援では、保育所、幼稚園、小学校などに在籍している障害児を対象に、障害児が障
害児以外の児童との集団生活に適応することができるよう、訪問支援員が障害児の状況や環境に
応じて適切かつ効果的な支援を行うものです。
　国の基本指針では、令和５年度末までに各市町村において保育所等訪問支援を利用できる体制
を構築することとしています。
　本市においては、令和元年度末において、保育所等訪問支援を実施する事業所等を９か所確保し
ており、同指針の目標を達成していることから、目標値は設定しないこととします。

３　主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所の確保
　国の基本指針では、未就学の障害児が発達支援を受けられる児童発達支援事業所のうち、主に重
症心身障害児を支援する児童発達支援事業所について、令和５年度末までに各市町村に少なくと
も１か所以上を確保することとしています。
　本市においては、令和元年度末において、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所を
４か所確保しており、同指針の目標を達成していることから、目標値は設定しないこととします。

第４部　障害児通所支援等の見込量等

成果目標第１章

（第２期千葉市障害児福祉計画）

社会参加
支援事業

①レクリエーション活動等支援

身体障害者スポーツ
大会開催事業

　身体障害者の社会参加の促進を図る
ため、（一社）千葉市身体障害者連合会に
委託して実施します。

実施の
有無 実施 実施 実施

ゆうあいピック
開催事業

　知的障害者の社会参加の促進を図る
ため、千葉市手をつなぐ育成会に委託し
て実施します。

実施の
有無 実施 実施 実施

精神障害者
ソフトバレーボール
大会開催事業

　精神障害者の社会参加の促進を図る
ため、障害者スポーツ団体に委託して実
施します。

実施の
有無 実施 実施 実施

精神障害者
卓球大会開催事業

　精神障害者の社会参加の促進を図る
ため、（一社）千葉市身体障害者連合会に
委託して実施します。

実施の
有無 実施 実施 実施

事業の種類 事業名 単位 実施に関する考え方
（確保の方策）

見込量

就業・就労
支援

②芸術文化活動振興

障害者作品展
開催事業

　障害者の社会参加の促進を図るため、
（一社）千葉市身体障害者連合会に委託
して実施します。

　精神障害者の社会参加の促進を図る
ため、精神障害者関連団体に委託して実
施します。

実修了
見込者数 10 10 10

実施の
有無 実施 実施 実施

③点字・声の広報等発行

点字市政だより
発行事業

　視覚障害者に対し、点字により市政に
関する情報を提供するため、（福）千葉県
視覚障害者福祉協会に委託して実施し
ます。

実施の
有無 実施 実施 実施

④奉仕員養成研修事業

知的障害者職親
委託事業

点訳奉仕員養成
研修事業

　視覚障害者への情報提供の支援者と
して、点訳に必要な技術や知識を習得し
た点訳奉仕員を養成するため、（福）千葉
県視覚障害者福祉協会に委託して実施
します。

実修了
見込者数 7 7 7

実利用
見込者数 1 1 1

朗読奉仕員養成
研修事業

　視覚障害者への情報提供の支援者と
して、朗読に必要な技術や知識を習得し
た朗読奉仕員を養成するため、（福）千葉
県視覚障害者福祉協会に委託して実施
します。

　知的障害者を対象に生活指導も含め
た就労訓練の一環として実施します。

声の市政だより
発行事業

　視覚障害者に対し、音声録音により市
政に関する情報を提供するため、（福）千
葉市社会福祉協議会に委託して実施し
ます。

実施の
有無 実施 実施 実施

心のふれあい
フェスティバル
開催事業

実施の
有無 実施 実施 実施

令和３年度 令和５年度令和４年度
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第４部　障害児通所支援等の見込量等　╱　第１章　成果目標

４　主に重症心身障害児を支援する放課後等デイサービス事業所の確保
　国の基本指針では、学校通学中の障害児が、放課後や夏休み等の長期休暇中において生活能力の
向上のための訓練等を継続的に提供する放課後等デイサービス事業所のうち、主に重症心身障害
児を支援する放課後等デイサービス事業所について、令和５年度末までに各市町村に少なくとも
１か所以上を確保することとしています。
　本市においては、令和元年度末において、主に重症心身障害児を支援する放課後等デイサービス
事業所を５か所確保しており、同指針の目標を達成していることから、目標値は設定しないことと
します。

５　医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置
　国の基本指針では、医療的ケア児が適切に支援を受けられるよう、保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関等が連携を図るための協議の場について、令和５年度末までに設置することとし
ています。
　本市においては、協議の場として、地域自立支援協議会に「医療的ケア児等支援部会」を令和元年
度に設置しており、同指針の目標を達成していることから、目標値は設定しないこととします。

６　医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置
　第２期計画の策定に係る国の基本指針では、医療的ケア児が適切に支援を受けられるよう、コー
ディネーターを令和５年度末までに配置することとしています。本市では、令和５年度までに７名
配置することを目標とします。

１　指定通所支援等の見込量の算定の考え方
　平成30年度から令和２年度までの利用実績の伸びをベースに、障害者手帳交付児童数の伸び等
を勘案して見込みます。
　また、医療型児童発達支援は、利用実績及び利用契約者数を勘案し、現状維持として見込みます。
　なお、居宅訪問型児童発達支援は、新たに利用が発生することを想定して見込みます。
　更に、障害児相談支援は、障害児通所支援の通所給付決定を受ける全ての方に対して計画を作成
することとして、利用者数を見込みます。
　
２　指定通所支援等の見込量確保の方策
　指定事業者等への説明会において必要な情報提供を行うなどを通じて事業者の参入を促進しま
す。なお、障害児入所支援は、既存施設において対応していきます。
　更に、障害児相談支援については、指定相談支援事業者の確保に努めます。また、従事する相談支
援専門員を養成するため、指定障害福祉サービス事業者に対し、相談支援従事者研修の受講等を促
します。
　
３　指定通所支援等の見込量
　（１）日中活動系サービス

指定通所支援等の見込量と確保の方策第２章

【本市の目標値】

項　目
目標値

令和３年度 令和５年度令和４年度

医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置 ５名配置 ６名配置 ７名配置

サービスの種類 単位
見込量

児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

居宅訪問型児童発達支援

利用人数
（実人／月）
利用量

（延人日／月）
利用人数

（実人／月）
利用量

（延人日／月）
利用人数

（実人／月）
利用量

（延人日／月）
利用人数

（実人／月）
利用量

（延人日／月）

利用人数
（実人／月）
利用量

（延人日／月）

1,233 1,247 1,261

9,050 9,145 9,241

203 208 213

42 43 44

1,762 1,864 1,972

20,274 21,445 22,685

83 138 230

225 375 625

1 1 1

1 1 1

令和３年度 令和４年度 令和５年度


